
再エネ拡大に向けた課題と
今後に向けた工夫

2024年10月30日

㈱UPDATER（みんな電力）

真野秀太

電力自由化と電力システム改革

～再エネ新電力の価値とこれから～



顔の見える電力コンセプト

1



国内最大規模の再エネプラットフォーマー
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全国1,030カ所

顔の見える再エネ発電所

電力調達

卸供給

小売供給

あいがも発電所 高津川風力発電所

2023年度実績

地域新電力：約15社

ご家庭：約18,000世帯

企 業：約1200社（約5,000拠点）

取扱量 ：約15億kWh

電源構成：FIT＋再エネ＝9割
数値は2024年3月時点

• みんな電力は生産者の顔やストーリーを開示した「顔の見える電力」として、全国1000の発電所
から電力調達しています。集めた電力は自社小売だけでなく、地域新電力への卸供給やBPOなど
日本全体の再エネ普及に取り組んでいます。



みんな電力の再エネ100%の「顔の見える電力」
• 日本全国1,000カ所以上の再エネ発電所と直接契約をむすび、太陽光、風力、水力、バイオマス、
地熱の電力を直接調達し、「顔の見える電力」として供給。

3
出典：https://portal.minden.co.jp/powerplant-list



地産地消に繋がる分散型再エネ調達
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https://www.google.com/maps/d/u/0/viewer?mid=1WbvaHMau6X9i06mzmOifzJJT2AjwnnQ&g_ep=CAISBjYuMTAuMRgAQgJKUA%3D%3D&shorturl=1&ll=38.26095838386248%2C139.37180231193187&z=6

https://www.google.com/maps/d/u/0/viewer?mid=1WbvaHMau6X9i06mzmOifzJJT2AjwnnQ&g_ep=CAISBjYuMTAuMRgAQgJKUA%3D%3D&shorturl=1&ll=38.26095838386248%2C139.37180231193187&z=6


みんな電力の調達ポリシー
• みんな電力では電源調達に対する「調達ポリシー」を策定。

• 原則として基準を満たした発電所から電気を調達し、HPへの公開を実施。
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出典）みんな電力ホームページより



コーポレートPPA
• フィジカルPPAは、需要家と発電事業者の間で長期間(8～20年間)の電力買取契約を結ぶことで、
新規の再生可能エネルギー発電所の開発を進めるスキーム。

• 海外ではFIT後の再エネ拡大手段として急速に拡大しており、国内でもRE100企業など再エネ電
力の導入を進める先企業において注目される再エネ調達手段です。
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コーポレートPPAの価格競争力
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出典: https://pps-net.org/unit

近年は電気代値上がりにより
PPA契約単価が安価になるケースも

2016～2023年の東京エリア法人電力契約単価平均

 17.62円/kWh

コーポレートPPA契約単価レンジ(20円前後/kWh)



コーポレートPPA：伯鳳会グループ
• 当社は2023年4月より、伯鳳会グループ（本部：兵庫県赤穂市、理事長：古城資久）が運営する

23カ所の医療介護施設に対し、コーポレートPPAによる再生可能エネルギー電力の供給を開始。
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コーポレートPPA：伯鳳会グループ
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出典：JPEA太陽光発電推進センター（JP-PC）
https://jp-pc-info.jp/hakuhokai.html



再エネ拡大を阻害する制度的課題

1. 容量拠出金負担

2. 発電側課金負担

3. 系統接続プロセスの煩雑さ

• 送配電事業者毎に異なる手続き→ルール・手続きの統一化

4. 電力市場の複雑さ・未整備

• スポット市場、BL市場、容量市場、需給調整市場、非化石証書市場…

• 再エネ最大導入のための市場整備→ネガティブプライス導入による出力制御最小化など

5. カーボンプライシング

• RE100加盟企業など大手先進企業は“自主的に”再エネ導入を進めているが、中小含め裾野
広く再エネ導入を拡げるには、CO2削減に対する経済的インセンティブが不可欠。

• 欧州レベルのCO2価格となった場合（€70≒1万円/t-CO2）、電力料金で約4円/kWhのイ
ンパクト。
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容量拠出金負担
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⚫ 2024年度の容量拠出金は、2023年度の夏季及び冬季需要実績（系統最大発生日における小
売電気事業者ごとのシェア）で小売電気事業者に対して負担が配分される。

⚫ 火力発電設備を持たない再エネ系新電力にとっては負担のみが発生（当社の場合、2024年
度は2～3円程度/kWh)

⚫ 新電力は需要家に転嫁せざるを得ない状況（競争力の低下）

出典：日経エネルギーNext記事に一部追記 https://project.nikkeibp.co.jp/energy/atcl/19/feature/00001/00096/?P=1

火力を所有する旧一電は収
入があるが再エネ新電力は

収入無し

https://project.nikkeibp.co.jp/energy/atcl/19/feature/00001/00096/?P=1


発電側課金負担

• 既設FIT/FIPは買取期間終了までは対象外だが、コーポレートPPAなどの非FITの再エネについ
ては、対象となり、需要家に転嫁することを前提としている。

• 基本料金負担があるため、設備利用率の低い再エネは不利な料金設定。
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2024年度発電側課金単価 ※太陽光の場合、差額単価は当社の試算値

単位 北海道 東北 東京 中部 北陸 関⻄ 中国 四国 九州 沖縄

基本料⾦ 円/kW 110.00 93.04 87.01 80.42 93.47 97.98 85.02 92.73 85.10 69.95

電⼒量料⾦ 円/kWh 0.35 0.29 0.28 0.26 0.28 0.32 0.28 0.25 0.23 0.24

太陽光の場合 円/kWh 1.43 1.20 1.13 1.05 1.19 1.28 1.11 1.16 1.06 0.92

従来の⽔準 円/kWh

差額 円/kWh 0.93 0.70 0.63 0.55 0.69 0.78 0.61 0.66 0.56 0.42

0.4〜0.7

再エネ需要家の

負担増
（0.5〜1円/kWh）
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電気代を安定させたいけど・・・

電力市場に振り回されてしまう

自分の再エネを作ってみたいけど・・・

難しいことはよくわからない
好きな発電所の電気を利用したいけど・・・

発電所の応援しかできない

初期投資がかかるし、パネルを置く場所がない

太陽光パネルを設置したいけど・・・



の由来

PPA
（Power Purchase Agreement/電力販売契約)

発電事業者が、電力を購入する需要家と直接的に売電契約を結ぶこと

（Personal Power Aggregation/個人の電力・パワーの集まり)
私たちひとりひとりが電力を作り、想いの”力を”集めることで、より良い再エネを増やしていくこと

PPA

つまり・・・ピースフルパワー



み

ピーパ発電量を
サブスクで購入

ピーパ発電所

1区画

電気
ご自宅で
電気のご利用

事業者：みんな電力 / 協力事業者

契約 契約

の特徴 遠隔で発電所を利用できる

・発電所建設をするための土地も屋根も必要ない。同エリア内のピーパ発電所なら遠隔で利用できる！
・大きな発電所を契約するのではなく、無駄なく必要な区画分をご利用できる！
・電気のトラッキングシステム『ENECTION３.０（みんな電力開発）』を使って、ピーパ発電所とお客さまを繋げる！
・1区画はパネル１枚ではなく、出力１ｋＷ相当となります。

※みんな電力では、ブロックチェーンを活用したP2P電力トラッキングシステムを独自開発しており、特定の発電所からの電力がトレーサビリティ付きでご自宅に供給されます。

お客さま
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で体験 【購入時】

詳しい発電所の情報を知る！ 映画の座席のように区画を選ぶ！

※画像はデモ版です。

発電所の魅力を
知ったら
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※画像はデモ版です。

で体験 【購入後】

日々の発電量などを速報値で見れる

※写真はイメージです。

利用者が発電所に集まって、
農業体験や地域ツアーなどを実施予定！

良い写真を募集

マイページ



千円札太陽光発電所

住所：静岡県 伊豆の国市
エリア：東京電力エリア

オーナー：伊藤博文さん
発電形式：太陽光発電

販売区画数：10区画
月額料金 ：1,600円/月（税込）

浜松マコモダケ発電所

住所：静岡県 浜松市
エリア：中部電力エリア

オーナー：スマートブルー株式会社
発電形式：ソーラーシェアリング（太陽光）

販売区画数：93区画
月額料金 ：1,800円/月（税込）

現在建設中のため、画像は他発電所です。



みんな電力 ピーパ
https://minden.co.jp/personal/ppa/
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